
18.33×13.2

脱いだ服のポケットに…

方になりましたが、これはこれでアリだと思います。本を買うつもりでＧパ
ンの尻ポケットに千円札突っ込んで本屋に出かけたものの、立ち読みだけで
帰ってきてそのまま忘れてしまい、翌週、洗濯済みのそのＧパンをまた履い
て出かけたら思いがけずパリパリの千円札が尻にあることに気づいて、それ
でコーヒーを飲んだ…みたいなことか？ ちょっと違うか？
まあ、それはよしとして、作曲中、こういうことは往々にしてあるもので

す。モノを創るというのは、すでに知っていながら雑念に埋もれて忘れてし
まっていることに、だんだん気づいていく過程なのかもしれません。

校歌制作レポート　第１０回

「木々の梢」からの旋律、
「あ、これ、なんか知って
るぞ」と思った方がいらっ

しゃるかも。そう、第２回レポ
ートに出ていたアレです。実は
私は書いてから気がついた。当
初の思いつきとは全く違う使い

～

第２回レポートの楽譜とこの楽譜、番号を照らし合わせてみてください。
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♫♫♫ 　８月     日　レポート
全体の構成を考える
さて、暫定ではありますが、ここまでは一応書いた、と。これを大雑把に
分析すると、下の楽譜に付記した書き込みのようなことになるでしょう。

で、続きを考えてもいいのですが、寄せられた言葉を拾いながらズルズル
進めていくと、とりとめのないことになってしまいそうなので、今回は全体
の構成を考えてみます。
まず、１番・２番～と、同じ旋律で違う歌詞を歌う、いわゆる有節歌曲の

形式をとるか、それとも、ワンコーラス歌いきりにするか…。これは後者に
する。理由は、有節形式にすると、言葉のイントネーションと旋律の整合性
を保ちにくくなること、また、短い方が明快なメッセージをこめることがで
き、式典や行事で歌う時もスマートだろうと思うからです。
では、ワンコーラス歌いきりにするとして、その中身をどうするか？ 形

式上のことで言えば、これは変則的な三部形式、つまり、簡単に言えば、こ
の後中間部を経てテーマ「ドミレラ」を変イ長調で復帰させるが、冒頭７小
節とは別の展開を経て終結する、という形にしてみようと思います。

後続部分で何を歌うか？
全体の構成が、A：テーマの提示  ➡︎  B：中間部  ➡︎  C：テーマ復帰と終結
であるとして、Ａはすでに作ったので、次にやるべきはＢとＣで歌う内容。
まずＢですが、これはＡの最後に置いた「未だ見ぬ明日を問う」を受け、そ
の中身を学生の姿を通して描いてみようということで、例の「パッチワー
ク」や、そこに漏れた言葉を再検討して次のような歌詞を考えました。

～響き合う夢は　若き季節の　笑い・躓き・迷う日の　道標～

これについては、すぐに続報します。それではまた。
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